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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  大垣北高等学校 学校運営協議会（第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月１３日（金）１３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  大垣北高等学校会議室 

        開催にあたり、委員によるコンピュータ・放送部制作動画の視聴を実施した。 

 

４ 参 加 者  会  長   田村 弘司  元岐阜県教育委員会教育次長 

元岐阜県高等学校長協会 会長 

                副 会 長    安藤 光男   大垣国際交流協会 常務理事 

                委  員     伊藤三枝子 清流の国ぎふ女性防災士会 会長 

種田千佳子 （株）種田石油店 代表取締役社長 

兒玉 榮一 本校同窓会 会長 

原田 理人 岐阜協立大学 学長 

牧岡さつき 大垣市男女共同参画推進室 室長 

山田 治美 大垣市立北小学校 校長 

吉田 孝博 本校育友会 会長 

 

学校側 酒井  猛 校長 

寺倉 新一   事務部長 

曽根 章好   教頭 

名和 憲一   教頭 

松野 智博   教務部長（教務主任） 

足立 郁子   進路支援部長（進路指導主事） 

中島  啓   生活充実部長（生徒指導主事） 

安倉 健司 図書情報館部長 

近藤 健二 探究推進部長 

                                                             

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 令和 7年度学校運営機構について 

（２） 令和 7年度教育課程について 

（３） 令和 7年度教育指導の重点及び学校経営計画について 

意見１：町の書店は減少しているが、図書館は減っていないと聞く。本校は図書館情報幹部の取組み

に見られるように、アナログ（紙媒体）とデジタルの両方に重点を置いており評価できる。  

意見２：読書感想文コンクールの参加者が減少しているが、図書館の蔵書はどのように選んでいるか。 

    ⇒生徒のリクエストを参考にしたり、図書委員が実際に書店に行ったりして選書している。

また、読書感想文については、本年度から生徒の書きたい気持ち、読みたい気持ちを大切に

し、希望者制に切り替えて手厚い指導を行っていく。 

意見３：大垣市高校生アメリカ合衆国オレゴン州ビーバートン市、ユージーン市研修派遣事業に、本

校を含め多くの生徒が応募してくれた。選考においてその場で作文を書かせたが、内容はも

ちろん、丁寧に書けているかも重要である。ＩＣＴが進んでも、書くことの大切さも指導し

てほしい。 

意見４：国はＤＸ化、ＩＴ化を推進している。便利さを覚えてしまうと紙には戻りにくい。ＤＸの流
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れが今後も進むことを考えると、書く力を別途身に付ける必要がある。 

意見５：企業では、ＦＡＸを使わず、メールなどペーパーレスで行っている。アナログもデジタルも

両方活用できるとよい。 

意見６：大北サポーターのような丁寧な取組みは素晴らしいが、昨年度のべ１５名の参加に留まって

いる。生徒に参加を推奨するのであれば、遠距離通学をしている生徒に対しオンラインを活

用したらどうか。 

    ⇒参考にしたい。 

意見７：キャリア教育について、生徒や保護者に戸惑いはないか。大学においては、学びの内容を問

う学生が少なくなり、どういう人にしてくれるのかを望む学生が増えた。キャリア教育のや

り方を変える時期に来ている。 

    ⇒本校では、２年次に総合的な探究の時間で取組みたい課題を見つける。その成果を大学で

の学問につなげられるとよい。 

意見８：コロナ禍の頃から人間関係構築に苦慮している学生が顕著になってきた。困り感を持ってい

る生徒にどう支援しているか。 

    ⇒昨年度から専門的な知識を持った通級担当教員（巡回型）が配置されており、助言を受け

ながら個別に対応している。 

意見９：本校の教育指導の重点を見ると、子どもの心のサポートをする方途が明確である。小学校で

も６月になるとトラブルを訴える子どもが増え、いじめの認知件数や不登校の生徒数が増え

る傾向にある。若い担任からベテラン担任までおり、指導に差が出ないよう、複数の教員で

学級を見られる仕組みを考えている。 

意見１０：高校のＰＴＡは、小学校・中学校と違うという印象を持った。子どもが親から距離を取る

時期に役員を引き受けた。子どもが大人になりつつある時期、親は思わず干渉してしまいが

ちである。他人に見せる顔と内に見せる顔を使い分けている。子ども達が誰と出会うかがと

ても大切である。ぜひ、本校の卒業生のような方々と触れ合う機会をもってもらいたい。 

意見１１：３月に開催された「探究の日2025」のポスター発表において、あるグループが災害時の栄

養補給のためにスナック菓子を摂取する提案をしていた。「野菜摂取スナック」「どんな言

葉が励ましの言葉として有効か」というテーマは、素晴らしい視点である。希望と期待を感

じた。 

 

６ 会議のまとめ 

第１回学校運営協議会において、令和 7年度学校運営機構、教育課程、教育指導の重点及び学校

経営計画について全委員より承認が得られた。 

   昨年度１年かけて今年度のスクールミッション及びスクールポリシーを策定した。それらを反映

した具体的な取組みを即座に実践していきたい。 


